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名古屋・錦二丁目まちづくり協議会 

名古屋市中区錦二丁目１３－１（まちの会所） 

TEL/FAX(052)201-9878 

http://www.kin2machi.com/ 

 

 

錦二丁目まちづくり協議会 

第 23回定時総会 
 
日時：令和 8 年 4 月 24 日（金）１４：００ 
錦二丁目のエリアマネジメント拠点「スペ

ース七番」（オリマチ Nishiki２階）にて開

催いたします。 

【議事】 

第⼀号議案 令和 7 年度事業報告および 

 収⽀決算報告・承認の件 

第二号議案 令和 8 年度事業計画案および 

 収⽀予算案・承認の件 

第三号議案 新理事選出・承認の件 

第四号議案 会⻑および役員⼈事・承認の件 

 

第 20回定時総会を迎えて 

錦二丁目まちづくり協議会 

会長 堀田 勝彦  
 
 皆様方のご支援ご協力の中、今年度もエリアマネジメント

拠点「喫茶/スペース七番」で総会を開催することができま

す。本当にありがとうございます。 

さて、昨年度は公共空間の再編に向けて地域への丁寧な対応

や反対をしている人には個別に直接会い今後の為にもご意見を

賜わろうと活動してまいりました。しかしながら早期の公共空

間の再編は困難と判断せざるを得なくなりました。 

また、コロナ禍で大きく変化した町内会を中心とする住民主

体のコミュニティも大きな転機を迎えそうだとの意見も聞いて

います。さらに繊維を中心とした企業のコミュニティもその継

続が困難なほど縮小してまいりました。 

それに対し、この地区に対する期待は依然として高く、来街

者も増加、地域の住民も今後益々増えていきます。従来のコミ

ュニティではなかなか意見を言えない人も増えており、錦二丁

目まちづくり協議会ではこの地区に拠点を持つ多くの企業や新

しいマンション住民、特に子育て世代を中心とした未来のまち

をつくっていく人達が参加できる場となる事を新しい柱として

いきたいと考えています。 

今後とも皆様方のお力添えをよろしくお願いします。 

 

<令和６年度> 錦二丁目まちづくり協議会 



 

 

2 

◆――― 令和７年度 事業経過報告 ―――◆ 
<第 22 回定時総会開催＞ 

日時 令和 7 年 4 月 22 日（水）14:00～16:00 

場所  錦二丁目のエリアマネジメント拠点 

「スペース七番」（オリマチ Nishiki２階） 

 

① 長島町通り歩道拡幅の為の地域への説明を錦二

丁目エリアマネジメントと協働した。 

② 名古屋市と連携し低炭素化への検討を進めた。 

③ 錦二丁目 SDGs 宜言に基づき、地域の SDGs 推

進に努めた。 

④ 錦二丁目エリアマネジメント株式会社が中心と

なって進める錦 2 丁目エリアプラットホーム 

N2/LAB に参画した。 

⑤ 全国エリアマネジメントネットワーク幹事とし

て参画した。 

⑥ その他、理事会及び各部会定例会議を開催し

た。今年度は様々な問題に対応する為、公共空

間部会を多く開催した。 

 

 

 

◆――― 令和８年度 事業計画案 ―――◆ 
<重点活動 > 

令和８年度は、以下の６項目を中心に活動します。 

①   エリアマネジメント活動 

②   公共空間の「まちメンテ」や清掃 

③   都市の木質化の実現及び普及活動 

④   錦二丁目 SDGs 宣言に基づく多様な活動 

⑤ 防災・安心安全をテーマとした勉強会 

⑥ エリアマネジメント拠点「喫茶／スペース 

七番」の活用 

＜事業内容＞ 

①   会員の拡大及び会員の親睦交流 

②   まちづくり活動に関する情報提供 

③   錦二丁目全体のまちづくり活動 

④   まちづくり構想･低炭素モデル地区に関する活動 

⑤   町内会、発展会など地域組織との連携 

⑥   まちづくりに知見を有する専門家との連携 

⑦   行政との協議、連携 

⑧   大学など研究機関との連携 

⑨   企業との連携 

⑩   他地区の協議会や組織などとの連携
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低炭素地区会議 

統括 森田紘圭 

令和 7 年度の低炭素地区会議の活動としては、これ

まで継続してきた SDGs や気候変動への対応を踏ま

えつつ、特に雨水管理と都市環境の質の向上を両立

する「グリーンインフラ」の導入に向けたワークシ

ョップを実施しました。錦二丁目から堀川につなが

る排水管では、降雨量が多い際に生活排水が直接流

出する「合流式下水道越流（CSO）」が発生してお

り、本ワークショップではその発生回数を半減させ

ることを目標に設定しました。参加者が主体とな

り、バイオリテンションセルや雨庭、屋上緑化、透

水性舗装、貯水槽などの手法について、地図上に

100 件を超える導入アイデアを描きこみました。こ

れらをその場でシミュレーションした結果、CSO の

発生回数を約 35％削減できる可能性が確認されまし

た。特に、道路空間への透水性舗装や歩道へのバイ

オリテンションセルの配置が有効であることが示さ

れ、公共空間の活用が重要であることが改めて認識

されました。また、参加者アンケートからは、雨水

管理や下水道の課題を「自分ごと」として捉える契

機となったとの意見が寄せられ、地域主体のまちづ

くりに向けた意識醸成という点でも有意義な成果が

得られました。現在、錦二丁目は開発の進展により

大きな転換期を迎えており、低炭素モデル地区とし

ての役割も新たな段階に入っています。令和 8 年度

においても、本年度の成果を踏まえながら、引き続

き本地区における環境配慮型まちづくりの実現に向

けた取り組みを進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12/17 に開催したワークショップの様子。名古屋大学・中村

先生、中央大学・新田先生の研究室にご協力いただきまし

た。主担当の新田研の横井さんは、関連の研究で土木学会関

東支部優秀発表賞を受賞しました。おめでとうございます！ 

都市の木質化プロジェクト 

プロジェクト長 船橋浩三 

【令和７年度の経過報告】 

・プロジェクト会議を開催し関係諸団体 と協働 5 回 

・「公共空間ベンチ」 の保守点検 マチメンテ を 実施 

（7 月、12 月、3 月） 

・三重県多気郡の木質化施設「VISON 」を見学 (9 月) 

・錦二丁目エリアマネジメント（株）主催イベント

「みちにわ」で「ベンチのカンナ掛け体験」を企画 

※雨天のため中止 (11 月) 

・名古屋センタービルウッドデッキの一部を分解し、

調査・確認(12 月) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和８年度の活動目標】 

① 地域住民・企業に木質化を促しアクションを手助

けします。 

② 低炭素社会・森林保全に向けて地域、専門家、企

業、行政と連携し活動をします。 

③ 木質化 により SDG ｓ の推進 に 寄与 します。 

【重点項目】 

① 名古屋センタービルウッドデッキの 補修を行う。 

② 山とまちが連携する見学会、体験会等のイベント

を開催 。 

③ 「夏祭り」「みちにわ」等の地域イベントに参加し

木質化を PR。 

④ 都市の木質化に関連する企業間、個人間のネット

ワークを構築する。 

⑤ NPO 法人「都市の木質化プロジェクト」・錦二丁

目エリアマネジメント（株） ・豊田森林組合 等

の関係組織と連携 。 

⑥ 木質化に関する学生コンペなど若い人が集まるイ

ベントに参加し交流を図る。
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顧問の山崎先生（名古屋大学大学院 環境学研究科）

より、研究プロジェクトのご報告をいただきました！ 

公共空間デザイン部会 

プロジェクト長 藤森幹人 

長島町通り再整備プロジェクト 

社会実験その後、地域の合意形成に向けた取組 

長島町通りの歩行者の安全や暮らしやすさ向上、地

域活力の創出を目指し、前年度に実施した島町通り

リニューアル社会実験「みちにわ 2024」は、一定の

成果を得て無事に終えることができました（前年度

の会報を参照）。 

 しかし社会実験後に、取組みの周知不足や地域関

係者の参画不十分との声がでるなか、一部の地域住

民の方から反対意見書が名古屋市へ提出されまし

た。それを踏まえて、当協議会とエリマネ会社は反

対意見のあった方へもあらためてご説明し、社会実

験での計画案の見直しも含めた話し合いを申し出ま

したが、充分なご理解を得るには至りませんでし

た。 

2025 年度には、あらためて地域の方々と通りの課

題や将来像から再共有するため、まずは沿道の島田

町町内会で臨時総会を開催いただき、社会実験の内

容や目指す姿をご説明したところ、前向きなご意見

を多くいただきました。しかし、沿線住民の方々か

ら通りの再整備への強い推進力を得るまでには至り

ませんでした。 

プロジェクトの今後について 

今後は、通り再整備より手前にいったん立ちかえっ

て、これまで進めてきた木質ベンチ設置や小さな緑

化、「みちにわ」での道路空間活用や清掃活動などの

ソフト事業等に取組むなかで、地域の皆さんと現状

の通りの課題や将来像を共有していくところから再

出発したいと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7/23 長島町町内会臨時総会で社会実験について再説明し、地

域の皆さんと意見を交わす様子 

将来ビジョン形成プロジェクト 

顧問 山崎潤也 

令和 7 年度より、名古屋大学、愛知工業大学の建築

系若手研究者による錦二丁目を対象とした研究プロ

ジェクト「地区スケールの将来ビジョン形成に資す

る都市形態マネジメントの評価方法の構築（代表：

斉藤孝治（名古屋大学大学院 環境学研究科）、分担：

今和泉拓（愛知工業大学 工学部 建築学科）、山崎潤

也（前掲））」を開始しました。 

昨今、錦二丁目の建物や公共空間が変わっていく

機会が多いですが、人口構成変化に伴う課題や気候

変動対策なども同時に考えていく必要があります。

そのような中、いくつかに分岐した錦二丁目の将来

像を想定し、「このような将来像ではどのようなメリ

ット・デメリットが生じるだろうか」という検討を

することで、地区全体のマネジメントに繋がる知見

を創出したいと考えています。例えば、地区全体の

秩序ある高密度化は床面積や人口構成をどのように

変化させ、ライフスタイルや経済にどのように影響

するか。環境面では、脱炭素や暑熱問題にどう影響

するか。まちの会所空間はそれらにどう機能する

か。複数のシナリオ別にこれらを評価することで、

目指すべき将来像のヒントが見えていくるかもしれ

ません。 

2011 に策定された錦二丁目地区マスタープランの

目標年次は 2030 年であり、次の将来像を検討する時

期が迫っている中、「学」の観点から地区のあり方を

検討していきたいと思います。
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6/6 喫茶七番 3 周年パーティー開催しました！ 

喫茶／スペース七番の 3 周年パーティーを 6 月 6 日

に開催しました。日頃より支えてくださる皆さまに

心より感謝申し上げます。当日は、原愛樹さん、山

田亘さんをゲストに迎え、まちの歴史を活かしたこ

れまでの表現活動や、アーティストたちによる今後

のまちでの展開についてお話しいただきました。ま

た、活動報告「たまたまも、わざわざも」も発行し

ています。会場では「やりたい！」をテーマにした

参加型企画も実施し、多くの声が寄せられました。

これからも日常に寄り添いながら、まちをより面白

くする場づくりに取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6/19-20 エリマネマインド養成×プレイス 

メイキング講座 2025 

全国エリアマネジメントネットワークの幹事を務める

関係から、本協議会・エリマネ会社より名畑が話題提

供およびメンターを担当しました。2 日間にわたり、他

地域の実践者との対話を通じて学びと交流を深めまし

た。活動の輪郭を捉える視点やプレイスメイキングの

意義について多くの気づきを得る機会となりました。 

全国エリアマネジメントネットワークのホームページ

には開催レポートが掲載されています！ ↓ 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの絵本のお話会＆本棚活動（通年） 

「延藤文庫」の活動に会場提供、スペース七番ラウンジ

にて絵本のお話会（全 3 回）を開催し、多世代が集う

交流の場となりました。また月 1～2 回の文庫活動で

は、本棚の選書や展示替え、ブッカー貼りを実施。「生

まれる」「旅」「クリスマス」「暮らし」などのテーマで

展開し、日常的に絵本に

親しめる場づくりを進め

ました。今後も文庫活動

と協働し、誰もが絵本に

親しめる場づくりを続け

ていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7/25・9/19 なかがわマルシェ 

オリマチ錦広場にて「なかがわマルシェ」を開催しまし

た。⻑野県中川村の桃やトマト、秋にはぶどうなどが並

び、来場者との会話を通じて自然豊かな中川村の魅力を

伝える機会となりました。自治体との連携ならではの交

流が生まれ、広場活用の可能性を感じました。 

 

 

 

 

 

 

8/24 夏祭り／みんなの作品展（七番・オリマチ広場） 

七番とオリマチ広場を会場に夏まつりを開催し、延べ

400 名以上が来場しました。子どもたちに身近なお祭

りの思い出を届けたいとの思いで 3 年目の実施となり

ます。屋台や子ども縁日、読み聞かせ、体験企画に加

え、今年はじめて「みんなの作品展」を開催し、喫茶

七番で 1 週間展示、1 歳から大⼈までが参加し、祭り

当日には表彰式を行いました。フィナーレの盆踊りで

は多くの参加があり、地域の確かなつながり、「現代版

の会所」としての広場の意義を感じる⼀日でした。 
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10/25 みちにわ 2025 

「みちをにわに」をコンセプトに 6 回目となるみちに

わ 2025 を⻑島町通りを通行止めにして開催しまし

た。過去最多の約 40 店舗が出店し、初の ZINE エリ

ア「偏愛寄合」も加わり多様な表現が広がりまし

た。今回は⻑者町祭りやアートファーミングとも連

携し、タイの楽団による演奏が通りの空気を⼀変さ

せる印象的な場面もありました。雨予報のなか多く

の来場者で賑わい、地域・出店者・ボランティアの

⽀えにより、まちの可能性が広がる⼀日となりまし

た。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11/15 子ども向けアートワークショップ 

七番や会所（オリマチ広場）にて、愛知県立大・藤

原ゼミによる子ども向けアートワークショップを開

催しました。定員 15 名が参加し、空間が色と笑顔で

満ちるひとときに。親子や住民同士の交流も生ま

れ、地域のつながりを感じる機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4/11 子どもバーテンダー体験 

錦二丁目まち体験企画として「子どもバーテンダーに

なろう！」を開催しました。⻑者町ダイニング FUZZ

の協力のもと、子どもたちがモクテルづくりに挑戦。

大⼈の特別な空間での体験を楽しみました。今後も地

域ならではの学びと交流の企画を継続していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

年間 14 件の視察対応をしました 

今年度は、全国の自治体・企業等から 14 件の視察を

受け入れました。今後も地域間が連携することで、地

域運営に関する情報共有を進めていきます。 

錦二丁目まちづくり協議会活動サポート（通年） 

会議運営の事務局として、低炭素地区会議や公共空間

部会、都市の木質化などと連携した活動を行いまし

た。また、全国エリアマネジメントネットワーク幹事

として情報共有を担い、今年は名古屋での総会・シン

ポジウム開催も予定しています。 

拠点運営とコミュニティサービス（通年） 

喫茶/スペース七番を日常的な居場所や活動場所として

ご利用いただくと共に、週 1 回の清掃活動、公共空間

の滞在施設やシェアサイクルポートの管理、ゴミの一

括回収、謎解まち歩きの実施、実証実験の受け入れな

どを実施しました。日常的な運営と多様な取組みを通

じて地域の環境維持とにぎわい創出を進めています。 

（錦二丁目エリアマネジメント 名畑） 

3/3-3/20 錦二丁目長者町ゆかりの作家展Ⅱ 

錦二丁目のアートの歴史年表を手掛かりに、それを⽀

えてきた滝⼀之氏のコレクションより 10 組の作家作

品を紹介する展覧会を喫茶七番にて開催しました。 

街の情報発信中！ 

ぜひ LINE 登録を！ 

LINE アカウント 

七番：錦二丁目情報  

ID：@237krvjs 
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株式会社アサヒファシリティズ／有限会社イースピリッツ(瓦そば)／江口光株式会社／NTT都市開発株式会社／株式会社エフェクト／
株式会社エフリード／株式会社小澤事務所／ケービービル／再生空間／澤井万株式会社／スターキャット株式会社／青長会／
株式会社対話計画／瀧定名古屋株式会社／株式会社竹中工務店／株式会社龍屋半左衛門／田中衣料製品株式会社／中部薬品株式会社／
株式会社長者町繊維卸会館／東海足袋株式会社／豊島株式会社名古屋本社／中山不動産株式会社／名古屋錦郵便局／日本銀行名古屋支店／
株式会社長谷工コーポレーション／阪急阪神不動産株式会社名古屋事務所／福生院／堀田商事株式会社／ホーメックス株式会社／
丸の内開発株式会社／武藤隆建築研究所／八木兵株式会社／八木兵殖産株式会社／ヨコイ株式会社
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